














Nipradilol Can Prevent Left Ventricular Systolic and Diastolic 
Dysfunction after Myocardial I nfarction in Rats 
(ラット心筋梗塞後の左室収縮能と拡張能低下に対するニプラジロールの予
防効果に関する研究)




























左室非梗塞部位と右室心筋でのatrialnatriuretic peptide (ANP)、brainnatriuretic peptide (BNP)、
I型、皿型コラーゲンのmRNA発現をノーザンブロット法で検討した。
非投薬の心筋梗塞群では左室と右室の重量は共に有意に増加した。心エコーでは左室拡張末期径と右室
面積の増大がみられた。また、 fractionalshorteningの減少による収縮能の低下がみられた。 ドプラ法
ではE波の増高とA波の減高、 E波減速率の増加がみられ、拡張能の低下を認めた。ニプラジロールによ
る心筋梗塞後心臓リモデリングに対する効果としては、有意に両心室重量増加と内腔拡大の抑制がみられ
た(P<O.OlVS非投与群)。さらに、収縮能、拡張能低下も有意に抑制された。左室非梗塞部位及び右室
のANP、BNP、コラーゲンのmRNAは心筋梗塞により発現増加がみられたが、ニプラジロールはこの発
現増加も抑制した (P<O.OlVS非投与群)。このようにニプラジロールにより心筋梗塞後の心臓リモデリ
ングに伴う収縮能、拡張能の低下が抑制された。この機序として血管拡張作用と β遮断作用の相互作用が
関与すると考えられた。
よって、本研究は心筋梗塞後心臓リモデリングの進行に伴う左室収縮能と拡張能低下に対する予防効果
の解明に寄与しており、本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
